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能勢の未来を拓きます！能勢の未来を拓きます！
議　長　　　　　　中　植　　昭　彦

副議長　　　　　　西　河　　　　巧

報告第 １号　専決処分の報告について「能勢町税条例の一部を改正する条例」

報告第 ２号　専決処分の報告について「能勢町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」

報告第 ３号　専決処分の報告について「平成２８年度能勢町一般会計補正予算（第６号）」

議案第３１号　監査委員の選任につき同意を求めることについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　義和

議会議案第３号　広報特別委員会の設置について

　　

平成29年能勢町議会5月会議報告
5月会議に提出された案件は、下記のとおり決定しました。
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連絡先
（携帯）
090-8231-1049

中 西 顕 治

抱負：日本共産党の立党精神「国
民の苦難の軽減に献身する」を胸
に諸課題の解決を皆さんと一緒に
取り組んでまいります。

連絡先
（携帯）
090-9098-4099

長 尾 義 信

抱負：「健康で元気なまちにした
い！」育てていただいた能勢町の
ために、小さいことからしっかり
と情熱と誠意をもって取り組んで
まいります。

連絡先
（☎）
734-2003
（携帯）
090-5125-5806

大 西 則 宏

抱負：みなさんの『夢 希望 声』が
能勢の明日を決めます。
for能勢
まちづくり、くらしの充実に取り
組んでまいります。

連絡先
（☎）
737-0768
（携帯）
090-5368-5337

平 田　 要

抱負：元気・交流・活力を取り戻
し、いつまでも住み続けたい自然
と調和した安心・安全なまちづく
りをめざし、「初志貫徹」を心の
常とし取り組んでまいります。

連絡先
（☎）
734-3736
（携帯）
080-8531-7214

大平 喜代江

抱負：老いることが尊敬され、若
い世代が希望をもてる長寿社会を
めざし、従前どおりを打破する心
意気で臨みたい。

連絡先
（☎）
734-3311

森 田 則 子

抱負：女性ならではの視点で住民
の皆様の声を町政に届け、全世代
の方が幸福感を感じられる町づく
りに全力投球してまいります。

連絡先
（☎）
734-2008
（携帯）
090-7491-6956

西 河  　巧

抱負：豊かな自然を守り、魅力あ
る街、安心して暮らせる街をめざ
し、全力で取り組んでまいります。

 

 

連絡先
（☎）
737-1099
（携帯）
090-2103-9322

岡本 ひとし

抱負：さあ、能勢の未来を語ろう！
能勢に関わるすべての方々が笑顔
で暮らせるまちをめざし、未来を
描いてまいります。

連絡先
（☎）
734-1653
（携帯）
090-4907-2257

長 尾 義 和

抱負：『絶対、ブレません。』
初心を忘れることなく、何事も焦
らず、諦めず、課題の解決に向け
て誠心誠意取り組んでまいります。

抱負：豊で平和でありたい。そう
願う未来に一歩でも近づくための
キーワードは対話です。
「教育・福祉の充実と人権擁護」
に取り組みます。

連絡先
（携帯）
080-9089-5619

奥　 久 明

抱負：住民の皆様の声を積極的に
聞く身近な議員をめざします。希
望あふれる活力のあるまちづくり
に取り組んでまいります。

中 植 昭 彦

連絡先
（☎）
734-0503

連絡先
（☎）
734-0882

伊木 真由子

抱負：住民の皆さんの声が反映さ
れるまちづくりをめざし、活動し
てまいります。そして全力で課題
の解決に取り組みます。

・掲載の順序は右上段より左へ議席順で掲載しています。　・原稿は議員の責任において作成したものです。
・連絡先は、議員個人の判断によって掲載しております。
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総務民生常任委員会報告
委員長　福中　滿

　３月１６日および１７日、２１日に本委員会に付託された「平成２９年度能勢町一般会計予算」のうち、総務部、
健康福祉部、出納室、議会事務局の予算内容を審議した結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。
主な質疑応答は次のとおりです。
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答

答

答
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問

問

答

問

答

問

問

答
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　続いて、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、国民健康保険診療所
特別会計、それぞれの予算内容を審議した結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。

総額45億5800万円
　

　旧小中学校跡地の今後の管理運営はどうして
いくか。
　平成２９年度からは教育委員会から総務部に
管理が移る。旧学校施設を今まで利用してきた
団体等には大きな変更はない。未耐震の校舎に
ついては基本的に使用できないが、今後につい
ては地域の要望等を踏まえて検討していく。校
舎の除却については、財政面も考慮して検討し
ていきたい。また今年度は体育館にＡＥＤを設
置し、地域住民が必要に応じて利用できるよう
にする。

　公共施設等総合管理計画をどう進めるか。
　本年度中に計画を策定し、個別施設計画を平
成３２年度を目標に策定する予定である。また今
年度は庁舎の移転について個別施設計画及び実
施設計を優先的に進めたい。次に集約化を推進
すべき施設として旧歌垣小学校について計画を
進めたい。家族が集える公園の整備については、
まず能勢の郷から先行させて進めていきたい。

　健全な財政運営をどう進めるか。
　現在財政部門と企画部門が同じ課にあるが、
今後は同じ課の所管にならないようにしたい。
２９年度予算については、自主財源が３割、公債
費が５億円、学校の再編による交付税の減少な
ど、財政的に厳しい状況にあるが、交付金を有
効活用して予算編成に努め、必要なところに予
算措置を行った。

　自主防災組織の結成と事業補助について。
　規約を添えて役場に通知することによって結
成できる。
 備品等の補助を受けるためには情報伝達の組
織づくり、訓練計画等の整備を行い申請するこ
とで受けられる。　

　子ども医療費助成事業が１５歳から１８歳に拡
充されたが、住民への情報提供をどのように進
めるか。
　対象者には説明書の送付や医療証の交付を行
い、広報でも資料等を示しお知らせしたい。ま
た問い合わせがあれば、詳細について丁寧に説
明していきたい。

　介護保険制度など、包括支援センターの様々
なサービスについて、その情報が得にくい。住民
に対してどう情報提供していくか。
　保健福祉センターの窓口ではよく話を聞き、
パンフレット等も用いて、丁寧な対応に努めて
いる。今後もホームページや広報だけでなく、
民生委員・社会福祉協議会・学校等、様々なネ
ットワークを活用して情報提供の充実に取り組
みたい。

　防犯カメラの設置と効果についてはどうなっ
ているか。
　平成２８年度に９台、２９年度に６台全部で１５
台を、隣接自治体との境界に設置する計画であ
る。行方不明事案等で警察への情報提供を行い
解決した事例もある。

　

　住民自治推進事業については、２年間にわたる
事業や複数区での恊働事業交付金の、柔軟な対
応ができないか。
　基本的に単年度会計での運用を継続したい。
また区ごとに一律２０万円という予算の組み方
については、防災・福祉等の課題も含め、内容
や金額についても再検討したい。

　２月２１日、総務民生常任委員会を開催し、平成２９年４月から新たに開始される介護保険「総合事業」につ
いて担当課から説明を受け、質疑を行いました。その主な内容は次のとおりです。
　○総合事業の趣旨　　○背景・基本的考え方　　○総合事業の全体像　　○総合事業の概要
　○移行スケジュール　　○「訪問型サービス」「通所型サービス」等の総合事業のサービスの内容等

 

 

 

環境教育常任委員会報告
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委員長　大西　則宏

　３月１０日および１３日、１５日に本委員会に付託されました「平成２９年度能勢町一般会計予算」のうち、環
境創造部、教育委員会の予算内容を審議した結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。主な質疑応
答は次のとおりです。  
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　続いて、農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計、水道事業会計、それぞれの予算内容を審
議した結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。

答

問

答

平成29年度能勢町一般会計予算可決！
　予算内容を深く専門的に審議するため、各常任委員会で審査を行いました。

　1月２６日、環境教育常任委員会を開催し、安心・安全な通学対策及びささゆり学園の運営状況について調査
しました。府道能勢猪名川線歩行空間整備工事の概要、町道平野線２工区歩行空間整備工事の状況、バイパス
道路工事全般の進ちょくと供用開始予定時期、ささゆり学園校歌の内容、冬季降雪時の道路安全対策及びスク
ールバスの安全運行、国道１７３号線とバイパス道路接点における国道右折レーンの安全性が、主な項目です。

　能勢町の情報発信に関して、マスコミや関係
機関との連携を進めることが必要ではないか。
　イベント開催時には、記者クラブ・各新聞社
の文化担当に発信している。また、大阪観光局
に能勢の風景ＰＲ情報を積極的に提供するとと
もに、能勢電アートラインと連携し能勢の情報
発信を行っている。

　平成２９年度から始まる合併浄化槽補助につい
て、申請件数の上限と補助対象は。
　申請件数については補正対応するが、国の予
算範囲があるため単年度あたりの上限はある。
補助は、新規だけでなくやり替えも対象としている。

　新規就農者の確保、自立後の支援体制はどう
なっているのか。
　制度申請時の面接で、経営形態・生産物の内
容を協議のうえ、計画書作成のアドバイスを行
っている。支援体制については、新規だけでな
く全農業者に、将来、競争力のある農業経営が
可能となるよう、フォローしている。

　「能勢の郷」の維持管理・運営についての状
況はどうか。
　委託料を計上し、草刈り等の景観管理を行う。
施設保全は修繕費で対応する。運営については、
自然公園・観光振興を中心に２年以内の事業開
始を目標として、能勢町観光協会による指定管
理の方向で検討中である。

　学力向上に関しては、新学校が開校し、規模が大
きくなったことで、きめ細やかな指導がしづらくなっ
ていないか。平均にとらわれるだけでなく、全体の底
上げが肝心であると考えるが、取り組みは。
　新学校開校を契機として、さらに組織的に取
り組み、教員の指導力向上に努めていく。また、

子どもたちが自主的に学ぶということを主眼に、

向上心を高める教育を進めていきたい。

　町道の維持管理、特に降雪時の対応はどうか。
また、通学路に関して、学校との連携体制は。
　町道の維持管理については、要望のあった場
所と町確認箇所を並行して進めているが、件数

が多く対応が遅れている。今年の降雪時には、町

道平野線と通学バス路線町道を中心に職員によ

り対応した。学校には融雪剤を提供し、校内お

よび学校周辺の除雪対応を実施した。

　６０歳の成人式の実施内容・目的は何か。
　対象は平成29年度に60歳を迎える方で、全員
に郵送案内する。実施期日・内容については、

対象者のライフスタイルに合わせ、名称も含め

て検討中である。事業実施により、能勢が抱え

る社会的・地域的課題解決に取り組んでいただ

ける人材の確保も事業成果として考えている。

議案第８号　　能勢町子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例について
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭　 長尾義和

　　　　　 ○  ○  ○    ×    　○ 　　○ 　　 ○ 　　　○ 　　　○ 　　　○ 　　　 ○ 　　  議　長

　 　
議案第１１号　　能勢町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭    長尾義和

　　　　　 ○  ×  ○ 　× 　   ○ 　　○ 　　 ○ 　　　○ 　　　× 　　　○ 　　　 ○ 　　  議　長

   
議案第１５号　　平成２８年度能勢町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３号）
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭    長尾義和

　　　　　 ○  ○  ○ 　○ 　　○ 　　× 　　 ○ 　　  ○ 　　　○ 　　　○ 　　　 ○ 　　　 議　長

議案第１８号　　平成２９年度能勢町一般会計予算
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　
            木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭    長尾義和

　　　　　 ○  ○  ○ 　○ 　　○ 　　○ 　　 ○ 　　  ○ 　　　× 　　　○ 　　　 ○ 　　  議　長

議案第１９号　　平成２９年度能勢町国民健康保険特別会計予算
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭    長尾義和

　　　　　 ○  ○  ○ 　× 　　○ 　　○ 　　 ○ 　　  ○ 　　　× 　　　○ 　　　 ○ 　　  議　長

議案第２１号　　平成２９年度能勢町介護保険特別会計予算
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭    長尾義和

　　　　　 ○  ○  ○ 　○ 　   ○ 　　○ 　　 ○ 　　  ○ 　　　× 　　　○ 　　　 ○ 　　  議　長

議会議案第２号　　中学校「チャレンジテスト」廃止・撤回を求める意見書について
　賛　　否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　木戸俊治   福中　満    中植昭彦    大平喜代江  山本光晴   西河　巧    大西則宏     長尾義信    中西顕治    原田健志    美谷芳昭    長尾義和

　　　　　 ×  ×  × 　○ 　   × 　　× 　　 × 　　  × 　　　○ 　　　× 　　　 × 　　  議　長

以下の案件は、全員賛成により可決・適任とされました。

議案第１号　　能勢町附属機関に関する条例の一部を改正する条例について

議案第２号　　職員の勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について

議案第３号　　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第４号　　職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について

議案第５号　　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

議案第６号　　能勢町臨時職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

議案第７号　　能勢町税条例等の一部を改正する条例について

議案第９号　　能勢町ひとり親家庭の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について

　　

平成29年能勢町議会3月定例会議報告
3月定例会議に提出された案件は、下記のとおり決定しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
原案可決
　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      原案可決
　　　　

　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決   
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議案第１８号　反対討論
中西　顕治

議案第１８号　平成２９年度能勢町一般会計予算

　従来から体制が脆弱だという指摘をしているにもかかわらず「定員適正化計画」に縛られた人員構成のままであ

ることに危惧する。

　増加する業務に対して余裕のない配置では、経験の浅い職員が熟達するための研修も受ける機会もなく、リタイ

ヤしていく実態も、もはや必然と言わざるをえない。ストレスに負けない人員を期待する答弁など、時代錯誤と思

える対応は即座に改善されるべきであると指摘し本予算に反対する。

議案第１１号　反対討論
中西　顕治

議案第１１号　能勢町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　国民健康保険税の仕組みが複雑になり、素直に議論が出来なくなっている。今回の改正点である負担比率の変更

は今まで修正されなかった歪の修正である点は理解する。しかし、国民健康保険税が高いと言われる現状に間違い

はなく、住民の生活を圧迫していることは明らかである。

　平成３０年の国保広域化で、さらなる高負担が予測されるなか、住民の負担が増える今回の税率変更に反対する。

議案第１０号　　能勢町立高齢者デイサービスセンター条例の一部を改正する条例について

議案第１２号　　能勢町下水道条例の一部を改正する条例について

議案第１３号　　平成２８年度能勢町一般会計補正予算（第５号）

議案第１４号　　平成２８年度能勢町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議案第１６号　　平成２８年度能勢町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第１７号　　平成２８年度能勢町水道事業会計補正予算（第３号）

議案第２０号　　平成２９年度能勢町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２２号　　平成２９年度能勢町国民健康保険診療所特別会計予算

議案第２３号　　平成２９年度能勢町農業集落排水事業特別会計予算　

議案第２４号　　平成２９年度能勢町下水道事業特別会計予算　

議案第２５号　　平成２９年度能勢町水道事業会計予算

議案第２６号　　能勢町と豊中市との間における消防事務の委託に関する規約変更に関する協議について

議案第２７号　　大阪府豊能地区教職員人事協議会の規約の変更に関する協議について

議案第２８号　　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀口　美和子氏

議案第２９号　　能勢町総合計画審議会条例の一部を改正する条例について

議案第３０号　　特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

議会議案第１号　　能勢町議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例について

注：議長は、採決に加わりません。
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土地活用 for 能勢

問答

大西　則宏

一　般　質　問

若
年
層
の
定
住
促
進
と
雇
用
の
場
を
創
出

一　般　質　問

　
　
都
市
計
画
法
に
よ
る
市

街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区

域
の
線
引
き
以
降
、
能
勢
町

の
実
情
、
社
会
背
景
、
経
済

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
若
年
層
の
定
住
促
進
、

雇
用
の
場
創
出
へ
の
企
業
誘

致
用
地
確
保
の
た
め
、
見
直

し
も
含
め
て
制
度
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
土
地
活
用
に
関
し
て
は
、

中
長
期
的
展
望
を
都
市
計
画

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

（
能
勢
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
や
総
合
計
画

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
能

勢
町
を
将
来
に
つ
な
い
で
い

く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
　

　
　
指
定
既
存
集
落
内
等
で

の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
及

び
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
開
発
許
可
制
度
の
弾
力

的
な
活
用
に
よ
り
、
基
準
を

満
た
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
自
己
居
住
用
住
宅
の
建

築
等
の
開
発
行
為
等
が
可
能

に
な
り
、
若
年
層
の
定
住
促

進
や
能
勢
町
に
住
み
た
い
方

の
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
に

よ
る
転
入
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お

い
て
の
企
業
誘
致
等
に
よ
る

大
規
模
な
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
地
区
計
画
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他

の
小
規
模
な
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
本
町
独
自
の
提
案

基
準
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
い
。

　
都
市
計
画
法
線
引
き
見
直

し
に
関
し
て
は
、
町
の
総
合

計
画
も
含
め
て
将
来
を
見
越

し
た
中
で
の
展
望
を
持
ち
た

い
と
考
え
て
い
る
。

  

一般
質問

町民の    を代表して声
人が質問9

声

議会には、議員が、町長や教育長に対し、
町の仕事の状況や、将来の方針などを質問
する一般質問があります。
今回の議会では、9人の議員が、皆さんの
声を代表して質問をしました。

　
　
　
　
　
　

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。

 

 

 

 

 

中西　顕治

原田　健志

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。

答

答

問答

問答

問

問答 問

問答

問答
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一
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

二
、
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

一　般　質　問

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
昨
年
、
子
ど
も
の
生
活

に
関
す
る
実
態
調
査
が
行
わ

れ
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
食
事
が

不
安
定
な
児
童
生
徒
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
が
、
対
応
は
。

　
　
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
や
家
族
で
食
事
を
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
児
童
生
徒
及

び
保
護
者
に
引
き
続
き
学
校

等
で
啓
発
、
指
導
す
る
と
と

も
に
、
平
成
２９
年
度
は
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
夏
休
み
の
昼
食
の
提

供
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
実
施

す
る
予
定
。

　
　
学
校
で
の
朝
食
の
提
供

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
学
童

保
育
の
よ
う
に
軽
食
を
用
意

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ

う
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
食
事

の
提
供
を
行
っ
て
、
そ
こ
の

調
査
を
見
て
、
状
況
を
さ
ら

に
検
討
し
た
い
。

　
　
小
学
校
入
学
前
あ
る
い

は
中
学
校
入
学
前
に
ま
と

ま
っ
た
お
金
が
必
要
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
就
学
援
助
費
の
支
給
時
期

を
早
く
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
今
の
制
度
で
は
、
学
期

ご
と
に
支
給
を
行
っ
て
い

る
。
就
学
援
助
費
の
中
に
は

新
入
学
時
生
徒
の
学
用
品
費

と
い
う
費
目
も
含
ま
れ
て
い

る
。

　
就
学
援
助
費
の
支
給
は
、

前
年
度
の
所
得
の
状
況
を
確

認
し
決
定
す
る
の
で
、
学
期

ご
と
の
支
給
で
は
あ
る
が
、

６
月
、
７
月
の
支
給
に
な
る
。

　
提
案
の
よ
う
に
、
入
学
前

に
支
給
す
る
の
が
保
護
者
に

と
っ
て
も
良
い
と
考
え
る
。

　
す
で
に
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
入
学
前
支
給

が
実
現
で
き
る
可
能
性
も
一

定
見
え
て
き
て
い
る
。
よ
り

よ
い
就
学
援
助
の
制
度
に
変

え
て
い
け
る
よ
う
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
支
援
の
充
実
は
、

１
万
人
だ
か
ら
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ

ッ
プ
で
あ
る
。

　
当
初
予
算
に
お
い
て
入
学

祝
金
制
度
の
創
設
、
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
を
１５
歳
か

ら
１８
歳
へ
の
拡
充
な
ど
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
に

資
す
る
施
策
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　
奨
学
資
金
は
、
今
年
度
よ

り
奨
学
支
度
金
と
し
て
貸
与

す
る
内
容
を
拡
充
し
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
施
策
の
効
果
検

証
を
行
い
つ
つ
、
子
育
て
支

援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
若
者
世
代
の
定
住
に

つ
な
げ
る
。

　
　
移
動
手
段
の
確
保
は

　
　
地
域
住
民
の
生
活
に
必

要
な
輸
送
は
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
、
地
域
の
多
様
な
担
い
手

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
住
民
福
祉
の
向
上
や
交
通

空
白
地
域
の
解
消
を
図
る
た

め
、
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
運
営
協
議
会
等
で
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
自
主
防
災
組
織

の
整
備
に
つ
い
て

　
　
自
主
防
災
組
織
は
地
域

住
民
が
協
力
・
連
携
し
、
災

害
か
ら
「
自
分
達
の
地
域
は

自
分
達
で
守
る
」
こ
と
を
目

的
に
結
成
す
る
組
織
で
あ
る
。

　
町
で
は
、
既
に
あ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
利
用
し
組

織
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、
区
長
会
等
で
規
約
案
や

助
成
制
度
を
提
示
し
、
立
ち

上
げ
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

現
在
１
地
区
が
組
織
化
さ
れ

て
お
り
、
防
災
資
機
材
の
整

備
や
防
災
訓
練
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
各

区
に
働
き
か
け
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

　
　
通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て　
　
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い

て
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
場
で
検
討
し
、

計
画
的
に
順
次
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
今
後
も
、
計
画
的
に
安
全

対
策
を
進
め
て
い
く
。
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長尾　義信

福中　　滿

問答

問

問答

答

問答

問答

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。

問答

一　般　質　問

地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た

　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
！！

一　般　質　問
職
員
の
人
材
育
成
及
び

窓
口
サ
ー
ビ
ス
つ
い
て
　

　
　
職
員
の
人
材
育
成
を
更

に
効
果
的
に
推
進
す
る
方
針
、

役
割
及
び
住
民
が
満
足
す
る

よ
り
良
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
問
う
。

　
　
職
員
自
身
の
意
欲
に
よ

り
、
自
己
啓
発
を
基
本
方
針

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
組
織
の
役
割
と
し
て
、
外

部
研
修
や
職
場
内
研
修
（
接

遇
な
ど
）
を
実
施
し
て
い

る
。

　
今
後
も
、
職
員
個
々
の
能

力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る

組
織
づ
く
り
に
努
め
る
。

能
勢
の
郷
の
利
活
用
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
昨
年
、
大
阪
府
か
ら
購

入
し
た
能
勢
の
郷
の
現
況
と

今
後
の
利
活
用
を
問
う
。

 

　
　
隣
接
し
て
い
る
住
宅
地

に
沿
っ
て
高
木
の
伐
採
、
草

刈
り
や
バ
リ
ケ
ー
ド
の
設
置

な
ど
安
全
面
の
確
保
及
び
景

観
保
全
を
意
識
し
た
管
理
に

努
め
て
い
る
。

　
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
や
観
光
協
会
な
ど

と
も
協
議
の
上
、
地
域
と
施

設
の
実
情
に
適
し
た
運
営
方

法
を
検
証
す
る
。

「
広
報
の
せ
」
の
発
行
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
紙
面
を
読
み
や
す
く
、

興
味
を
持
ち
や
す
い
内
容
に

す
る
な
ど
、
掲
載
に
対
す
る

住
民
か
ら
の
要
望
を
聞
い
て

い
る
。
　
　

　
全
住
民
に
届
け
る
広
報
紙

に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方

を
問
う
。

　
　
本
年
４
月
か
ら
、
広
報

紙
を
活
用
し
た
町
内
事
業
所

の
PR
を
加
え
る
な
ど
、
積
極

的
・
多
角
的
な
情
報
を
発
信

す
る
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
読
み
や
す
く
、
分
か

り
や
す
い
広
報
紙
の
発
行
に

努
め
る
。

農
業
公
社
の
設
立

　
　
町
長
の
公
約
で
あ
る
農

業
公
社
設
立
に
つ
い
て

　
　
必
ず
し
も
農
業
公
社
の

設
立
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
い
が
、
ま
ず
は
集
落
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
た
め

の
多
面
的
機
能
の
活
用
を
は

じ
め
、
地
域
集
落
で
解
決
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
や
土
地

改
良
区
が
実
施
す
る
円
滑
化

事
業
等
に
よ
り
、
農
地
の
集

積
を
進
め
、
経
営
規
模
の
拡

大
を
支
援
す
る
。
併
せ
て
、

公
社
も
し
く
は
公
の
団
体
が

受
け
皿
と
な
る
組
織
の
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

獣
害
対
策

　
　
今
後
の
獣
害
対
策
に
つ

い
て

　
　
今
後
新
た
に
鳥
獣
被
害

特
別
対
策
措
置
法
に
基
づ
く

緊
急
捕
獲
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
る
。
昨
年

度
よ
り
実
施
の
緩
衝
帯
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

防
護
効
果
が
あ
る
と
考
え
、

山
林
所
有
者
と
周
辺
農
地
所

有
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
現
時
点
で
は
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
に
伴
う
ジ
ビ
エ
等
に

つ
い
て
は
有
効
活
用
を
行
う

考
え
は
な
い
。
し
か
し
捕
獲

個
体
の
処
理
は
捕
獲
従
事
者

の
最
大
の
懸
案
で
あ
り
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
最

終
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
。

森
林
整
備
事
業

　
　
今
後
の
里
山
・
森
林
整

備
に
つ
い
て

　
　
ク
リ
の
立
ち
枯
れ
調
査

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り

独
立
行
政
法
人
大
阪
府
環
境

農
林
水
産
総
合
研
究
所
に
よ

り
、
町
内
４
カ
所
か
ら
５
カ

所
の
被
害
園
地
で
継
続
的
に

調
査
が
実
施
さ
れ
、
特
定
の

園
地
、
数
カ
所
に
お
い
て
「
黒

根
立
枯
病
」
で
あ
る
可
能
性

が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
は
効
果
的
な
防
除
の

手
法
等
の
専
門
知
識
を
有
す

る
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

処
し
て
い
き
た
い
。

　
町
が
実
施
す
る
森
林
整
備

支
援
と
し
て
、
平
成
２６
年
度

か
ら
平
成
２８
年
度
に
合
わ
せ

て
、
搬
出
間
伐
、
切
り
捨
て

間
伐
、
約
２
２
７
ha
、
路
網

整
備
、
約
１
９
７
０
m
の
整

備
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後

も
人
工
林
に
お
い
て
は
森
林

所
有
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

林
野
庁
所
管
事
業
の
活
用
に

よ
り
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

一
、
農
業
公
社
の
設
立

二
、
獣
害
対
策

三
、
森
林
整
備
事
業
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中植　昭彦

木戸　俊治

答

答

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。

答

問答

問答問答

問

問

問

　
　
　
　
　
　

生
活
排
水
処
理
計
画
の
現
状
を
問
う

一　般　質　問

能
勢
を
明
日
に
つ
な
げ
る
た
め
に

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
創
設
と

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
税
収
減
少
対
策
を

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本

来
都
市
と
地
方
と
の
税
収
格

差
是
正
の
た
め
制
度
化
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
町
を
応
援
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
税
収
を
増
加

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
都

市
部
で
暮
ら
す
方
が
ふ
る
さ

と
を
応
援
す
る
趣
旨
で
ス

タ
ー
ト
し
た
制
度
で
あ
り
、

提
案
の
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
る
な
ど
も
本
来
の
趣
旨
に

合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

農
商
工
振
興
策
を
問
う

　
　
遊
休
地
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
全
国
的
に
遊
休
農
地
の

発
生
が
社
会
問
題
と
な
り
、

昨
年
4
月
に
改
正
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
で
は
農

地
集
積
や
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
、
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
が
農
業
委
員
会
の
義
務

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
本
町
も
優
良
な
担
い
手
の

確
保
の
手
段
と
し
て
両
土
地

改
良
区
が
主
体
と
な
り
、
遊

休
地
防
止
の
取
組
み
を
実
施

し
て
い
る
が
、
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
、
ま
た
販
路
や
資

材
等
の
必
要
経
費
、
野
生
鳥

獣
の
食
害
な
ど
複
合
的
な
要

因
が
存
在
し
て
い
る
。
関
係

機
関
と
連
携
し
対
策
を
進
め

る
。

　
　
後
継
者
不
足
か
ら
廃
業

す
る
事
業
所
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
経
営
資
産

を
活
か
し
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
で
持
続
的
発
展
を
め
ざ
す

「
跡
継
ぎ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が

推
奨
さ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
構
築
さ
れ
て
き
て

い
る
。
本
町
も
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
、
事
業
者
の
事
業
形

態
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
業
態
転
換
や
新
事
業
、

新
分
野
へ
の
進
出
に
取
り
組

む
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
創

業
支
援
事
業
に
お
い
て
第
2

創
業
と
位
置
付
け
、
協
力
機

関
と
連
携
し
支
援
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
そ
の
他
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
（
学
力
向
上
、
貧
困
対

策
、
経
済
支
援
）
等
に
つ
い

て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
人
口
減
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
公
共
下
水
事
業

第
４
期
計
画
の
進
ち
ょ
く
及

び
下
水
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
第
４
期
計
画
の
進
ち
ょ

く
は
、
平
成
２８
年
度
末
７２
％

の
予
定
で
、
下
水
道
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
は
１０
年
間
の
長

期
的
な
事
業
で
あ
り
、
平
成

２８
年
３
月
に
策
定
し
、
公
共

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施

設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地

区
に
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

を
導
入
し
、
く
み
取
り
及
び

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促

進
さ
せ
る
事
業
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
に
お
い
て
は
引

き
続
き
第
５
次
計
画
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
１０
年

間
で
生
活
排
水
処
理
率
８６
％

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
な
お
現
在
の
下
排
水
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
見

直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
町
の
合
併
処
理
浄
化

槽
は
処
理
形
態
割
合
で
５４
．２

％
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今

回
の
設
置
整
備
補
助
事
業
の

内
容
と
住
民
へ
の
周
知
は
。

　
　
下
水
及
び
農
集
排
の
整

備
区
域
以
外
の
地
域
で
国
庫

補
助
型
合
併
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
に
設
置
費
用
の
４０
％
、

５
人
槽
で
概
ね
４０
万
円
強
、

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付

金
を
活
用
し
助
成
を
行
う
。

　
こ
れ
に
よ
り
平
成
２９
年
度

は
、
１６
基
分
の
設
置
助
成
を

見
込
ん
で
お
り
、
申
請
数
が

多
く
な
れ
ば
補
正
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
反
響
を

注
視
し
な
が
ら
広
報
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
区
長
会
等
を

通
じ
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　　
　
東
地
域
の
農
業
集
落
排

水
事
業
の
構
想
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

　
　
今
後
の
展
望
と
し
て
、

東
地
域
全
域
を
農
業
集
落
排

水
で
行
う
こ
と
は
、
不
可
能

と
考
え
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
普
及
さ
せ
生
活
環
境
を
守

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

 

 

のせ町議会だより　No.66　⑫

大平喜代江

西河　　巧

問答

問

問答

答

問

問

答

答

問答

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。

一　般　質　問

一
、
公
園
の
整
備

二
、
交
流
人
口
増
加
へ
の
取
り
組
み

三
、
自
然
環
境
を
活
用
し
て
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

人
と
人
が
つ
な
が
り
、助
け
合
い
、

暮
ら
し
に
安
心
感
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

一　般　質　問
公
園
の
整
備

　
　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

づ
く
り
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
広
場
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

　
　
子
育
て
世
代
が
、
住
み

や
す
い
ま
ち
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
本
町
の
豊
か

な
自
然
を
生
か
す
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
能
勢
の
郷
の
活

用
や
、
自
然
体
験
施
設
と
の

連
携
を
し
、
自
然
と
触
れ
合

え
る
場
の
構
築
に
努
め
て
い

き
た
い
。

 

交
流
人
口
の
増
加
へ
の

取
り
組
み

　
　
た
く
さ
ん
の
方
が
能
勢

町
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
も
能
勢
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
交
流
人
口
の
増
加
に
向

け
て
、
観
光
ウ
ェ
ブ
通
信
に

よ
る
情
報
発
信
や
観
光
案
内

所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
整

備
、
さ
ら
に
は
観
光
案
内
板

の
更
新
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
、
観

光
客
の
受
け
入
れ
を
ソ
フ

ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町

の
魅
力
発
信
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

自
然
環
境
を
活
用
し
て

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
自
然
環
境
の
活
用
の
取

組
み
に
つ
い
て

　
　
都
市
近
郊
に
あ
る
本
町

の
貴
重
な
自
然
環
境
を
生
か

し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

教
育
の
場
と
し
て
、
都
市
と

の
交
流
や
環
境
保
全
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
森
林
資
源
の
活
用
な

ど
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の

形
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
と

も
に
活
動
の
支
援
や
人
材
育

成
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

食
育
・
介
護
予
防
・
子
育
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
も

行
い
地
域
で
の
活
動
を
支
援

し
て
い
る
。

  

　
　

　
　
災
害
時
の
避
難
準
備
情

報
に
つ
い
て

　
　
避
難
勧
告
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ

高
齢
者
等
が
避
難
を
開
始
す

る
段
階
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
、
「
避
難
準
備

情
報
」
の
表
現
が
「
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

に
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
に
は
、

災
害
や
防
災
情
報
等
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
能

勢
町
、
池
田
市
、
豊
能
町
の

要
配
慮
者
利
用
施
設
へ
の
管

理
者
・
事
業
者
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
地
域
担
当
職
員
制
度
に

つ
い
て
、
担
当
者
が
地
域
の

課
題
を
共
有
す
る
よ
う
期
待

す
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は

　
　
地
域
担
当
職
員
は
、
地

域
と
の
総
合
窓
口
と
し
て
地

域
課
題
を
共
有
し
た
上
で
必

要
な
情
報
の
発
信
や
制
度
の

紹
介
を
行
う
ほ
か
、
担
当
す

る
地
区
か
ら
要
望
や
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
関
係
部

署
と
連
携
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
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組
合
議
員
　
西
河
　
　
巧

第
１
回
定
例
会
　
開
催
日
　
２
月
１３
日

　
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
管
理
者
よ
り

平
成
２９
年
度
の
事
業
方
針
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
３
名
の
議
員
が
業
務
内
容
等
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
そ
の
後
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案

・
平
成
２８
年
度
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　
　
　
　
　
一
般
管
理
費
及
び
施
設
管
理
費
の
調
整
に
よ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
２
２
９
４
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
２
８
億
８
４
０
１
万
８
千
円

　
　
　
　
　
　
と
す
る

　・
平
成
２９
年
度
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
当
初
予
算

　
　
　
　
　
予
算
総
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

２
９
億
４
９
４
７
万
８
千
円

　
（
能
勢
町
負
担
分
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
５
９
８
１
万
２
千
円
）

議
員
総
会
　
開
催
日
　
２
月
１３
日

第
１
回
定
例
会
終
了
後
、
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
以
下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
第
２
期
焼
却
施
設
等
管
理
運
営
業
務
委
託
事
業
者
選
定
に
つ
い
て

・
第
２
期
焼
却
施
設
等
管
理
運
営
業
務
委
託
の
概
要
に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

組
合
議
員
　
中
西
　
顕
治

豊
能
郡
環
境
施
設
組
合
議
会
報
告

猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
議
会
報
告

第
１
回
定
例
会
　
開
催
日
　
２
月
２４
日

　
能
勢
町
役
場
議
場
に
お
い
て
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
４
名
の
議
員
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚

染
物
の
処
理
、
住
民
監
査
請
求
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案

・
平
成
２８
年
度
豊
能
郡
環
境
施
設
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　
　
神
戸
市
か
ら
提
示
さ
れ
た
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
７
万
７
千
円

・
平
成
２９
年
度
豊
能
郡
環
境
施
設
組
合
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
予
算
総
額                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
４
４
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
能
勢
町
負
担
分       

　
　
　
　
　
　
　  

１
４
６
０
万
１
千
円
）

第
2
回
臨
時
会
　
開
催
日
　
３
月
２９
日

議
案

・
高
濃
度
汚
染
物
調
査
特
別
委
員
会
の
証
人
尋
問
に
係
る
出
頭
拒
否
に
対
す
る
告
発
の
件

・
平
成
２８
年
度
豊
能
郡
環
境
施
設
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
　
　
　
　
訴
訟
弁
護
士
謝
金              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

４
８
万
６
千
円

　
　
　
　
　
訴
訟 

慰
謝
料                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

５
万
円

高
濃
度
汚
染
物
処
理
調
査
特
別
委
員
会

　
地
方
自
治
法
第
百
条
に
よ
る
調
査
と
し
て 

２
月
１５
日
、
２
月
２２
日
、
３
月
１
日
、

３
月
９
日
、
３
月
１４
日
の
５
回
の
証
人
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。
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新
緑
の
季
節
、
新
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し

広
報
特
別
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
し
て
町
民
の
皆
様

に
、
よ
り
身
近
な
議
会
、
町
政
の
様
子
を

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す 

。

　
議
員
一
同
、
本
町
活
性
化
の
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
　
森
田
　
則
子

副
委
員
長
　
伊
木
真
由
子

　
　
　
委
　
　
員
　
奥
　
　
久
明

　
　
　
　
　
　
　
長
尾
　
義
信

中
西
　
顕
治

　
お
気
軽
に
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

ご
感
想
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

        

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

のせ町議会だより　No.66　⑭

◎：委員長　○：副委員長　委員は議席順

（平成29年５月12日現在）

能　勢　町　議　会　構　成　表

副  議  長議　　長

常
任
委
員
会

総 務 民 生      

環 境 教 育

議 会 運 営 委 員 会

広 報 特 別 委 員 会

監 査 委 員

豊 能 郡 環 境 施 設 組 合

議 会 議 員

猪名川上流広域ごみ処理

施 設 組 合 議 会 議 員

都 市 計 画 審 議 委 員

◎ 中 西　 顕 治　　○ 大平　喜代江　　　森 田　 則 子　

　 伊木　真由子　　　 大 西　 則 宏　　　中 植 　昭 彦  

◎ 長 尾 　義 信　　○ 平 田　　  要　　　西 河　  　巧　

　 岡本　ひとし　　　 奥　　  久 明　　　長 尾　 義 和  

◎ 大 西 　則 宏　　○ 大平　喜代江　　　長 尾 　義 信　

　 中 西 　顕 治　　　 長 尾　 義 和

◎ 森 田　 則 子　　○ 伊木　真由子　　　長 尾　 義 信　

　 中 西　 顕 治　　　 奥  　　久 明

　 長 尾　 義 和

　 西 河　  　巧　　　 岡本　ひとし　　　大 西 　則 宏　

　 中 西 　顕 治　　　 長 尾　 義 和

　 大平　喜代江　　　 平 田　  　要　　　長 尾　 義 信

　 西 河　  　巧　　　 大平　喜代江　　　大 西 　則 宏　

　 中 西　 顕 治　　　 奥  　　久 明　　　  （～Ｈ29.11.20）

中　植　　昭　彦 西　河　　　巧

編

集

後

記

　
電
　
話
　
七
三
四
ー
〇
一
五
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
七
三
四
ー
二
四
六
〇

　
『
広
報
特
別
委
員
会
』

水
路
側
溝


